（3）予算収支決算報告   （単位：円）

	収入の部
	支出の部

	項目
	予算
	決算
	項目
	予算
	決算

	事業費
	1,120,000
	1,120,000
	1月度例会
	350,000
	282,278

	
	
	
	7月度例会
	300,000
	286,376

	
	
	
	クラブ活動事務局
	20,000
	15,100

	
	
	
	12月度例会
	450,000
	506,193

	
	
	
	事業費剰余金
	
	30,053

	合計
	1,120,000
	1,120,000
	合計
	1,120,000
	1,120,000


（4）事業報告

	1．1月度例会　新年賀詞交歓会
日時：1月21日（水）17：15～20：30　場所：サーウィンストンホテル　大宴会場　メゾン・ド・オペラ

出席者数：JC会員39名　オブザーバー1名　特別会員24名　一般41名　出席者合計105名

	2．7月度例会　～ 第4回 抱きしめてAichi Lake事業～
日時：7月20日（月）7:30～13:00　場所：東郷町　愛知池運動公園野球場
出席者数：JC会員34名　一般167名　出席者合計201名
テーマ「白球がつなぐみんなの“絆”」

野球教室：講師による野球レッスン　講師：田中富生氏・宇野  勝氏・飯田幸夫氏

	3．クラブ活動事務局
　 日時：4月～12月

  「クラブ活動事務局開設説明会」4月23日（木）19:00～20:00  場所:保田ヶ池センター　2Ｆ　大集会室

クラブ活動を活発化する環境整備をする。
1．クラブ活動事務局開設説明会の開催

2．クラブ活動事務局の運営

　　①各クラブの事業を会員に案内（参加要請、参加者取りまとめ）の補佐をする

　　   ②新規クラブの立ち上げを補佐する。また、JC会員及び特別会員へ新規クラブ開設を告知する

	4．12月度例会　クリスマスパーティー
日時：2009年12月5日(土)　18:30～21:00　場所：ウェスティンナゴヤキャッスル　2F　天守の間（南）

出席者数：JC会員47名　ご家族73名　出席者合計120名
テーマ「煌いて、輝いて、そして“感謝”」

	5．会員拡大
　 地域社会に対して青年会議所の素晴らしさをアピールし、委員会メンバー一人ひとりが１名以上拡大することを目標に行ったが、１名の拡大もできなかった。


（5）まとめ（結果・評価）

	本年度の交流委員会では、辛いことも楽しいことも、メンバー全員で共有しあい、又助け合いながら「絆」を深めて活動して参りました。また、地域社会との信頼関係による「絆」を構築し、豊かな地域を子ども達に引き継ぐこれからの責任世代として、地域住民の皆様から共感頂ける活動を目指して参りました。
1月度例会では、新年賀詞交歓会を行い、一市三町の首長並びに関係諸団体、特別会員をお招きして2009年度（社）愛知中央青年会議所の理事長の紹介並びに事業紹介と活動方針をお知らせ致しました。そして、LOMメンバー一人ひとりが地域で活躍されているご来賓の皆様と交流を図り、これから行う地域事業に役立つ例会になりました。
7月度例会では、第4回抱きしめてAichi Lake事業として、活動エリアの少年野球チームを対象に愛知池運動公園野球場にて、野球教室を開催致しました。今回の野球教室では、子供たちの交流が図れたことや少年野球チームから今後の要望を多く聞くことができ、より良いまちづくり運動を行うためのネットワークの構築が少しずつではありますが、地域住民に認知されてきていることを実感致しました。また、行政や地域企業に野球教室の主旨をご理解頂き、後援や協賛を頂くことができ、地域社会との連携も強化できつつあります。
クラブ活動事務局では、開設説明会の開催により、解かり難かった各クラブの位置づけや役割がLOMメンバーに理解され、クラブ活動への積極的な参加に繋がりました。また、クラブ活動事務局の運営により、本年度は三つの新規クラブを立ち上げることができました。

12月度例会では、一年間支えて頂いた家族や友人をお招きしてクリスマスパーティーを行い、青年会議所活動への一層の理解とメンバーからの感謝の気持ちを心とからだで感じて頂き、家族の絆を深めることができました。また、卒業生とこれまで支えてくれたその家族の想い出に残る例会とすることができました。

会員拡大では、委員会メンバー一人ひとりが、青年会議所の素晴らしさをアピールし、会員拡大に繋げる活動をしてきましたが、見込みに止まってしまい、入会に至りませんでした。
最後に、交流委員会として、事業に携わって頂いた皆様、そしてLOMメンバーを影で支えて頂いた家族の皆様のお陰を持ちまして、一年間活動することができました。委員会メンバー一同心より感謝申し上げます。誠に有難うございました。


